
[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


支えてくれる人の大切さ
長野・中村　心奏
　私は、一年生から社会体育でバドミントンクラブに所属しています。クラブには、小学生だけでなく、中学生、高校生、大学生、社会人と幅広い年代の人達が一緒に練習をしています。
　クラブでは、バドミントンの練習だけでなく、社会の中で生きていくために必要な能力も学んでいます。例えば、「粘り強さ」「協調性」「やり抜く力」「感謝する気持ち」などです。

　バドミントンを通じて、技術やルールだけではなく、社会のルールを守る事。全力で試合にのぞみ、対戦相手をそんけいする事。支えてくれているコーチや保護者の方々への感謝の気持ち。チームメイトとの感動の共有。を学んでいます。
　両親からは、「人と人とのつながりはとても大切な事だよ。」と、教えてもらっています。今は、インターネットやゲームなど、様々なメディアが普及して、世界の人達とも気軽につながることができます。しかし、直接会って話をしたり触れ合う事で、相手の気持ちや考えを知ったり、気づかい合ったりと、顔が見えない世界とは違う学びがあるからです。

　先日、クラブで一緒に練習している社会人で、松本少年刑務所でお仕事をしている方からお話を聞く機会がありました。その方は、罪を犯した人の受刑生活とその後の人生を支えるために、心のサポートをする「心理技官」というお仕事をしています。

　罪を犯した人の多くは、人とのつながりがほとんどなく、親との関係も悪く、ぎゃく待されていた人も多いそうです。また、刑務所を出所した後も、様々な生きづらさを抱えたまま社会に戻り、適切な支援がないため、繰り返し犯罪や非行をする人達や、しゃく放の日にだれの出むかえもない人がいるそうです。そういった、向かうべき場所がない人達に接してきた中で、「人は一人でも反省できるが、一人では更生はできないと感じる。」という言葉が、とても印象に残りました。
　私は、クラブでミスをしたり、あいさつをしなかったりすると、コーチから指導を受けたり、親からしかられたりします。その時には落ち込む事もありますが、自分の周りには支えてくれる方々がいる事が幸せな事なのだと、改めて思いました。そして、犯罪を繰り返す多くの人達も、最初の犯罪や非行の前の、もっと早い段階で、支えてくれる親や地域の方々が近くにいれば、犯罪をさせないように防ぐことが出来たのかもしれないと感じました。

　バドミントンクラブのコーチからは、私たちが分かる言葉でほめる指導をしてもらっています。ほめてもらうと、とてもうれしく、「認めてもらえた」「またがんばろう」という気持ちになります。犯罪や非行をした人も、自分の言葉や思いを聞いてもらい、その痛みや苦しみに共感してもらえる人に出会ってくれたらいいなと思います。そして、支えてもらう事で、更生のきっかけが出来ればいいなと思います。

　最後に、私も支えてくれる人に「ありがとう」という感謝の気持ちを忘れずに、常に相手の心に寄りそえる大人になりたいと思います。
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